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度は減少 し (表 1), 1948年 Myerson2' は100










織 告 者 症例数
成 因
帆 .:i.'了∴
:iyaecrhs｡n ('198483,‖ 冒孟… 37… 36
Rapport (1953) 36 6 64



















Ⅱ 検 索 方 法
自発性気胸と診断された患者のカルテと胸部レ線写
真を集めて,年令,性別,職業,既往｢,家族｢,磨




















Ⅲ 調 査 結 果
1)年令及び性別
昭和37.9












1 L18 (24% )
1 i7 (9% )
61- 70 5 【 0
















表 4 既 往 症 と の 関 係
肺 結 核 28 例 (38 %)
その他 の肺 疾患 i 4 例 (5 %)
な して～ 不 明 E43 例
J∴ ~､ ∴ :: 二-_







47 例 (63 %)
21 例 (28 %)
7 例 (9 %)
75 例 (100%)
表 6 直接的誘因の有無
誘 因 (芸 DL
不 明
30 例 (40 %)
34 例 (44 %)
11 例 (16 %)
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表 11 自 発 性 気 胸













因として重要な 役割を 演 じている事がわかっ
た｡
この胸膜下気腫性嚢胞 SubpleuralBlebsに関





hanism を有する ValveVesicleを形成 してお
り,これの破裂が気胸の原因となる,と述べて
いる｡
Hamman5) によると Kjaergaardのいう Va-
lveVesiclcleは EmphysematousBleb と同 じ
であろうと云っているが,EmphysematousBl-
eb及び Bulla の病理組織を 詳細 に記載 した
Miller6)(1926年)によれば,Blebとは肺胸膜
の直下で肺胞が破れ,その空気が胸膜の梁膜下





年令 l手 術 方 法 部 位 】 肉 眼 的 所 見
????????????? ? ? ? ?
〔??













28 】 縫 縮
A) 薦 農
右上 Sl.2 1結 核l





































れるが, 一旦発生 した肺気腫が Check valve
Mechanim によって,次第に Bulla或は Bleb
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